
提

出

者

�

井

英

勝

平
成
十
六
年
四
月
九
日
提
出

質

問

第

七

四

号

揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
規
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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揮
発
性
有
機
化
合
物
の
排
出
規
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書

ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
約
二
〇
〇
品
目
に
の
ぼ
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
は
、
一
部

に
発
ガ
ン
性
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
の
健
康
へ
の
影
響
が
明
ら
か
な
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や
浮
遊
粒
子

状
物
質
（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）
の
原
因
物
質
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
年
間
排
出
量
は
、
溶
剤
使
用
一
三
四

万
ト
ン
、
移
動
発
生
源
一
八
万
ト
ン
、
給
油
所
一
四
万
ト
ン
、
石
油
化
学
製
品
製
造
九
万
ト
ン
、
石
油
製
造
・
出
荷
一
〇
万
ト

ン
と
、
総
計
一
八
五
万
ト
ン
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
今
通
常
国
会
に
、
固
定
発
生
源
か
ら
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
濃
度
規

制
を
主
な
内
容
と
す
る
大
気
汚
染
防
止
法
の
一
部
改
正
案
を
提
案
し
て
い
る
が
、
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
判
決
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｍ
の
健

康
影
響
を
明
確
に
認
め
て
排
出
差
し
止
め
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
自
動
車
排
ガ
ス
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
ガ
ス
微
粒
子
（
Ｄ
Ｅ
Ｐ
）

の
排
出
削
減
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｍ
を
生
成
す
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
削
減
は
緊
急
の
課
題
と
も
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

こ
れ
ま
で
の
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
削
減
対
策
に
つ
い
て

�

わ
が
国
で
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
お
い
て
、
九
七
年
か
ら
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
有
害
大
気
汚
染
物
質
対
策
を
推

進
し
て
き
た
が
、
個
々
の
事
業
所
ご
と
に
大
き
な
格
差
が
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
全
部
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
は
い
え

一



ず
、
大
気
の
濃
度
が
さ
が
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
者
が
自
主
管
理
を
し
て
い
る
一
二
物
質
の
う
ち
一

一
物
質
が
Ｖ
Ｏ
Ｃ
に
該
当
し
て
い
る
が
、
発
生
量
は
全
国
で
三
万
八
千
ト
ン
程
度
で
、
固
定
発
生
源
か
ら
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
発

生
量
一
五
〇
万
ト
ン
の
二
・
五
％
程
度
に
す
ぎ
ず
、
一
般
的
に
大
量
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
等
は

入
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
固
定
発
生
源
か
ら
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
量
を
ど

の
く
ら
い
削
減
で
き
た
の
か
。

�

ま
た
、
わ
が
国
で
は
、
化
学
物
質
排
出
把
握
管
理
促
進
法
（
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
）
に
お
い
て
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
事
業
者
か
ら

の
化
学
物
質
排
出
量
の
届
け
出
と
国
に
よ
る
公
表
が
行
わ
れ
て
お
り
、
産
業
界
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
の
実
効

を
よ
く
眺
め
た
上
で
規
制
を
検
討
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
強
く
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
制
度
は

排
出
抑
制
を
直
接
の
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
削
減
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
に
も
と
づ
く
事
業
者
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
量
を
ど
の
く
ら
い

削
減
す
る
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

�

さ
ら
に
、
わ
が
国
で
は
、
移
動
発
生
源
で
あ
る
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
規
制
に
お
い
て
、
七
三
年
か
ら
炭
化
水
素
の
規
制

二



が
行
わ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
度
規
制
に
よ
っ
て
九
八
％
程
度
の
炭
化
水
素
の
削
減
が
可
能
に
な
る
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
総
量
の
う
ち
依
然
と
し
て
移
動
発
生
源
か
ら
の
排
出
量
は
一
〇
％
の
一
八
万
ト
ン
が
排
出
さ
れ
て

い
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
排
ガ
ス
規
制
対
策
に
よ
っ
て
、
移
動
発
生
源
か
ら
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
量
を
ど
の
く
ら
い

削
減
で
き
た
の
か
。

二

今
後
の
揮
発
性
有
機
化
合
物
の
削
減
対
策
に
つ
い
て

�

政
府
は
、
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
で
、
二
〇
一
〇
年
度
ま
で
に
浮
遊
粒
子
状
物
質
（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）
の
環
境
基
準
を
お
お

む
ね
達
成
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
尼
崎
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
で
の
神
戸
地
裁
判
決
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｍ

が
一
定
限
度
を
超
え
て
大
気
汚
染
を
形
成
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
排
出
差
し
止
め
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
人
へ
の
健

康
被
害
が
明
ら
か
な
自
動
車
排
ガ
ス
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
ガ
ス
微
粒
子
（
Ｄ
Ｅ
Ｐ
）
の
排
出
削
減
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｍ
を
生

成
す
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
削
減
は
緊
急
の
課
題
と
も
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
自
動
車
排
ガ
ス
の
二
〇
〇
五
年
度
規
制
強
化
と
と
も
に
、
今
回
の
固
定
発
生
源
か
ら
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
を
規

制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
粒
子
状
物
質
対
策
地
域
に
お
い
て
Ｓ
Ｐ
Ｍ
に
か
か
る
環
境
基
準
の
二
〇
一
〇
年
度
お
お
む
ね
達
成

三



が
可
能
に
な
る
の
か
。

�

移
動
発
生
源
で
あ
る
自
動
車
か
ら
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
は
、
二
〇
〇
五
年
度
規
制
に
よ
っ
て
九
八
％
程
度
の
炭
化
水
素
の

削
減
が
可
能
に
な
る
と
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
総
量
の
う
ち
自
動
車
か
ら
の
排
出
量
は
一
〇
％
の
一

八
万
ト
ン
が
排
出
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
尼
崎
判
決
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｍ
と
り
わ
け
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
健
康
影
響
を
明
確
に
認
め
、
排

出
差
し
止
め
を
容
認
し
て
お
り
、
自
動
車
排
ガ
ス
の
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
排
出
規
制
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
自
動
車
排
ガ
ス
か
ら
の
炭
化
水
素
及
び
Ｓ
Ｐ
Ｍ
と
り
わ
け
Ｄ
Ｅ
Ｐ
の
二
〇
〇
五
年
度
規
制
以
降
の
新
た
な
排

出
規
制
と
Ｓ
Ｐ
Ｍ
の
な
か
の
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
二
・
五
）
の
環
境
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
何
年
度
を
目
途
に
実
施

す
る
の
か
。

�

今
回
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
口
で
の
排
出
濃
度
規
制
の
導
入
は
、
九
七
年
か
ら
の
事
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
有
害
大
気
汚
染

物
質
の
排
出
抑
制
対
策
や
排
出
抑
制
を
直
接
の
目
的
と
し
て
い
な
い
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
と
違
っ
て
、
排
出
量
の
削
減
効
果
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
施
設
は
国
内
で
約
三
〇
万
件
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
排
出
量
の
多
い
約
一

万
の
施
設
の
印
刷
工
場
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
塗
装
工
場
、
化
学
製
品
の
乾
燥
施
設
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
貯
蔵
施
設
、
機
器
洗
浄

施
設
、
接
着
剤
を
使
う
施
設
な
ど
六
業
種
の
大
規
模
施
設
が
規
制
対
象
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

四



そ
こ
で
、
今
回
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
口
で
の
排
出
濃
度
規
制
の
導
入
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度
の
施
設
が
対
象
数
と
な
り
、

二
〇
一
〇
年
度
ま
で
に
現
行
排
出
量
の
ど
の
程
度
の
排
出
量
の
削
減
が
で
き
る
の
か
。

�

今
回
の
法
改
正
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
口
で
の
濃
度
規
制
と
な
っ
て
い
て
、
濃
度
規
制
以
外
の
規
制
手
法
で
あ
る
排
出
量

規
制
、
設
備
・
構
造
規
制
、
製
品
規
制
な
ど
が
退
け
ら
れ
て
い
る
。
排
出
量
規
制
は
、
事
業
者
に
と
っ
て
排
出
量
の
連
続

測
定
な
ど
多
大
な
負
担
と
な
り
、
都
道
府
県
等
も
立
入
調
査
等
の
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
な
ど
を

理
由
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
既
に
、
米
国
は
九
〇
年
に
大
気
清
浄
法
で
使
用
施
設
等
に
技
術
基
準
、
Ｅ
Ｕ
は
九
四
年
に

貯
蔵
施
設
令
で
構
造
基
準
、
九
九
年
に
溶
剤
指
令
で
排
出
基
準
、
韓
国
は
九
五
年
に
大
気
環
境
保
護
法
で
構
造
基
準
及
び

放
出
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
上
限
を
定
め
る
Ｅ
Ｕ
指
令
に
よ
り
四
〇
％
の
総
量
削
減
が
国
際

的
に
合
意
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
二
〇
〇
一
年
比
で
三
七
％
削
減
と
い
う
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
排
出
口
濃
度
規
制
に
よ
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
量
の
低
減
状
況
を
み
て
、
今
後
、
排
出
総
量
規
制
な
ど
新
た
な
規
制

強
化
の
枠
組
み
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

�

今
回
の
法
改
正
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
口
で
の
濃
度
規
制
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
、
拡
大
生
産
者
責
任
の
立
場
に
立
っ

て
、
塗
料
メ
ー
カ
ー
が
低
Ｖ
Ｏ
Ｃ
製
品
を
開
発
・
販
売
し
、
排
出
事
業
者
責
任
と
し
て
自
動
車
メ
ー
カ
ー
等
が
低
Ｖ
Ｏ
Ｃ

五



製
品
を
塗
装
に
使
用
す
る
こ
と
な
ど
で
、
大
幅
に
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
を
削
減
す
べ
き
で
あ
る
。
す
で
に
、
Ｅ
Ｕ
環
境
閣
僚
理

事
会
で
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
削
減
を
目
指
す
指
令
案
に
合
意
し
、
建
物
や
車
両
用
の
塗
料
や
ニ
ス
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ら
に

含
ま
れ
る
溶
剤
の
量
に
上
限
値
を
設
定
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
排
出
口
濃
度
規
制
に
よ
る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
量
の
低
減
状
況
を
み
な
が
ら
、
拡
大
生
産
者
責
任
と
排
出
事
業
者
責

任
の
立
場
に
た
っ
て
、
今
後
、
建
物
や
車
両
用
の
塗
料
や
ニ
ス
か
ら
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
削
減
す
る
制
度
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

�

今
回
の
法
改
正
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
口
で
の
濃
度
規
制
と
な
っ
て
い
て
、
排
出
基
準
を
遵
守
す
る
た
め
に
事
業
者
は
浄

化
装
置
の
設
置
や
代
替
品
へ
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
で
も
自
動
車
の
塗

装
に
水
性
塗
料
を
使
用
し
た
り
、
印
刷
施
設
で
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
す
る
な
ど
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
少
な
い
代
替
品
を
使
用
し
つ
つ

あ
る
が
、
今
回
の
排
出
濃
度
規
制
の
対
象
に
な
ら
な
い
自
主
的
な
取
り
組
み
を
行
う
事
業
者
や
中
小
企
業
等
で
も
低
価
格

で
小
型
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
処
理
装
置
や
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
含
ま
な
い
代
替
品
の
使
用
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
自
主
的
な
取
り
組
み
を
行
う
排
出
事
業
者
や
中
小
企
業
等
が
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
排
出
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
よ
う

な
支
援
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

六



右
質
問
す
る
。

七


